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１．会社概要

森永乳業概要 （平成２１年３月末）

資本金 ２１７億円
売上高 ４４５０億円（単体）

５８３９億円（連結）

経常利益 ９２億円（単体）

１１２億円（連結）

従業員数 男２５１６名 女５８７名

計３１０３名
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主な事業内容 －－乳製品の製造と販売

大部分は、国内市場がターゲット

乳飲料、ジュース、デザート、ヨーグルト

（販売ルート：量販店、ＣＶＳ、牛乳販売店）

１．市乳部門（チルド、日配品）

クリープ、ドライミルク、チーズ、バター

（販売ルート：食系卸、薬系卸）

ピノ、パルム、モウなど

（販売ルート：冷菓特約店）

２．乳製品部門（保存品）

３．アイスクリーム部門
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情報システム部の概要

人数

総勢 ６３名（外注含む）

正規 ４４名（男子３１名、女子１３名）‘０９．０６．０１現在

特徴
コンピュータセンターであるさがみ野に統一 08.03.31～
女性比率が高い、３０才後半～、４０才前半が少ない

森永乳業グループで唯一の情報システム部門

基本的にさがみ野に集中管理、集中処理

関係会社含めインフラ統一、機種統一、ソフト統一実施

基本は内製、オーバーフロー分のみ外部委託
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２．当社の新入社員教育

採用背景：
情報システム部専任の採用は、主に開発
や運用業務として、専門卒を数名だけ採
用しています。（毎年あるとは限らない）
情報システム部専任としての学卒の採用
はありません。

基本は、森永乳業として採用され、配属
先が「情報システム部」になります。
ただし、人数は１～２名ぐらい。

システムの専門知識は配属後に教育して
います。
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２．当社の新入社員教育

新入社員教育について
２週間ほど、人財開発室主催の研修があります。
・主に森永乳業の業務を知る。
・社会人としてのマナーなどを身につける

研修の最後に配属先が発表になり、原則は、
それぞれの配属先にて、ＯＪＴ（職場内教育）の中で
情報システムに関する操作などを先輩社員が教
えます。

または、定期的に開催されている社内パソコン
研修に申し込み、ＥＸＣＥＬやＷＯＲＤなどの操作
を受講します。
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配属前研修について

以前は２日間ほどあり、ＰＣの基本操作(文字入力、
Windowsの使い方）、ＥＸＣＥＬ基本と社内システ
ム実習が行われていました。

現在は、操作研修はなく、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔを利用し、
資料を作成し、そのデータを用いて発表を実施
しています。

目的：操作実習ではなく、ＰＣを使って何ができるか
実践で感じ、学んでもらうこと。
人に何かを伝える大切さを自ら感じてもらうこと。
他の人のプレゼンを聞く、見ることで、
刺激になること。を主体をおいています。

２．当社の新入社員教育
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２．当社の新入社員教育

パソコン操作が詳しいこと、早いことが重要パソコン操作が詳しいこと、早いことが重要
ではなく、プレゼンをわかりやすくするため等ではなく、プレゼンをわかりやすくするため等
のの道具道具であること。であること。

ＰＣを使って、作業が効率的にできるか。
が重要であると考えています。
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３．情報システム部での人財育成計画

当社の場合、配属後、それぞれの部署で部署の
業務にあった教育がなされています。

情報システム部の場合は次のように育成計画を
作っています。

要
求
さ
れ
る
共
通
能
力
や
Ｉ
Ｔ
専
門
知
識
は
多
く
な
り
、
レ
ベ
ル
も
高
く
な
る

（年数目安） 業務概要 共通能力 ＩＴ専門能力

部全体の
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

１０年～
戦略企画･実行
業務の全体管理

３年～
戦略企画や部門運
営を具体的に実行

～２年目 個別案件対応

配属後
２ケ月

基礎教育

業務的 ＩＴ専門的

ISオペレーション

ＩＳマネージャ

基礎技術教育

テクニカル

エンジニア

システム
アーキテクト

ISスタッフ
アドミニスト

レーター

アプリケーション
スペシャリスト

ＩＳオーディタ

現行情報企画課が担当 現行システム開発課が担当 現行システム運用課が担当

アプリケーション

エンジニア
ＩＳプランナー

ビジネス
ストラテジスト

初級アプリケーションエンジニア

具体的な人財像とキャリアパス



情報ｼｽﾃﾑ部内でのキャリアフレーム
☆印が最初にエントリする起点、技術を取得することで企画系、開発系と担当課可能業務分野が広がります

・各人財像で存在する（必要とされる）と思われるレベルに色づけしています。
・比較的多いと思われるキャリアパスについて矢印で表示されています。
・ＩＳマネージャへは特定のキャリアはないと思われるので、上位レベルの人財がスライドする
イメージです

社内で必要な人財
管理する人財は、社内で必要

実務は、社外でも可
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現状のスキルと目指す人財像から、研修
などの育成計画を立てる

専門知識
取得方法が明確で、習得可能な技術
（ｅｘ．Officeｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成研修等)
共通能力
専門知識を活用して、やりたい事が実現でき
る力
(ex.伝達力、表現力、理解力等)

３．情報システム部での人財育成計画
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４．これからの課題

必ずしも、情報システム部に所属するわけではなく、
配属が変わることもある。
→どこでも通用する能力が必要。

日々コンピュータ技術は進歩しているため、
専門知識はいつでも勉強するのが当たり前。
→いかに興味をもって、広く知識を取得できるかが大
切ではないか？

パソコン相手ではなく、人を相手に仕事をしている。
→コミュニケーションが重要。

リテラシ能力が重要。

～重視している能力

共通能力の育成が重要！
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具体例

伝達力、表現力
適切な伝達手段で情報伝達し、
関係者に理解してもらうことができる。

問題解決能力（リスク感知力）
なぜ？と思うこと。気付き。

理解力
相手の話すことの主旨をつかむこと。
その場の空気を読む。
わからないことをそのままにしないこと。

４．これからの課題
～重視している能力
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ありがとうございました
完


